
05 霧島市議会だより第49号霧島市議会だより第49号 04

委員会レポート
各常任委員会に付託
された案件について、
審査した内容と結果
を掲載しています。

議
案
第
87
号
に
つ
い
て

　
総
合
計
画
の
基
本
的
事
項

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
総
合
計
画
審
議
会
へ
の

諮
問
や
議
会
の
議
決
要
件
と

し
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
策
定

手
続
き
等
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
た
12
条
か
ら
な
る

新
規
条
例
で
あ
る
。
附
則
で

現
行
の
総
合
計
画
審
議
会
条

例
は
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
。

問
　
新
条
例
で
は
、
審
議
会

委
員
の
構
成
で
教
育
委
員
会

や
農
業
委
員
会
の
代
表
が
削

除
さ
れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

ま
た
、
委
員
の
男
女
比
率
の

規
定
が
な
い
理
由
は
何
か
。

答
　
よ
り
幅
広
い
視
点
で
選

出
で
き
る
よ
う
に
条
例
で
は

意
図
的
に
外
し
た
。
し
か
し

公
共
的
団
体
等
の
代
表
と
い

う
形
で
、
こ
れ
ま
で
の
委
員

も
継
続
し
て
お
願
い
す
る
考

え
で
あ
る
。
男
女
の
比
率
に

つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画

条
例
に
十
分
の
四
の
規
定
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例

で
は
外
し
た
。
現
在
の
委
員

は
、
男
性
７
名
、
女
性
７
名

の
同
数
で
あ
る
。

問
　
今
回
の
新
条
例
は
、
ど

こ
か
の
モ
デ
ル
を
参
考
と
し

た
の
か
。

答
　
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

件
を
定
め
る
条
例
の
中
に
規

定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
、
指
宿
市
な
ど
５
市
で
あ

る
。総
合
計
画
策
定
条
例
は
、

鹿
児
島
市
や
南
九
州
市
が
す

で
に
定
め
て
い
た
の
で
、
そ

れ
ら
を
一
部
参
考
と
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て　
南
部
し
尿
処
理
場
の
指
定

管
理
者
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
サ
ー

ビ
ス
㈱
を
、
市
民
会
館
の
指

定
管
理
者
に
㈱
舞
研
を
、
そ

れ
ぞ
れ
指
定

し
、
平
成
30

年
４
月
１
日

か
ら
５
年
間
、

施
設
の
管
理

運
営
を
行
わ

せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
。

問
　
し
尿
処

理
場
で
は
、

不
純
物
を
取

り
除
く
膜
の

購
入
費
が
管
理
費
の
大
部
分

を
占
め
て
い
る
が
、
ど
の
程

度
で
交
換
す
る
の
か
。

答
　
メ
ー
カ
ー
の
耐
用
年
数

は
５
年
で
あ
る
が
、
膜
１
枚

が
４
万
円
と
高
価
な
た
め
、

指
定
管
理
者
側
で
補
修
し
な

が
ら
延
長
し
て
使
用
し
て
い

る
。
年
間
４
０
０
万
円
程
度

の
購
入
費
用
と
な
る
。

問
　
汚
泥
の
最
終
処
理
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
　
最
終
的
な
汚
泥
は
、
本

市
内
の
霧
島
エ
コ
バ
イ
オ
㈱

と
曽
於
市
の
㈱
山
有
に
持
込

み
、
堆
肥
化
し
て
い
る
。
市

も
毎
年
、２
会
社
に
出
向
き
、

堆
肥
化
の
状
況
確
認
を
し
て

い
る
。

問
　
市
民
会
館
や
駐
車
場
の

使
用
料
は
、
本
市
に
入
る
の

か
。
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売

収
入
や
雑
入
は
ど
う
い
う
も

の
が
あ
る
の
か
。

答
　
す
べ
て
市
の
歳
入
と
な

る
。
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
指

定
管
理
者
と
市
で
自
主
文
化

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

際
の
チ
ケ
ッ
ト
収
入
と
雑
入

は
、
指
定
管
理
者
が
収
納
す

る
。
雑
入
は
、
館
内
の
公
衆

電
話
料
や
自
動
販
売
機
の
電

気
代
等
で
あ
る
。

問
　
市
民
会
館
の
選
定
意
見

で
、
市
の
特
色
を
活
か
し
た

公
演
や
市
民
参
加
型
の
自
主

事
業
開
催
を
評
価
し
た
と
あ

る
が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が

あ
る
の
か
。

答
　
霧
島
神
楽
や
九
面
太
鼓

参
加
の
自
主
企
画
の
公
演
な

ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。
市
民

参
加
型
の
事
業
は
、
き
り
し

ま
創
造
舞
台
な
ど
の
開
催
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

◉審査した議案を掲載しています。
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議案第87号

議案第90号、第91号

議案第111号

議案第110号、第112号

霧島市総合計画策定条例の制定について

指定管理者の指定について（霧島市南部し尿処理場、霧島市民会館）

霧島市職員の給与に関する条例の一部改正について

市長等の給与等、市議会議員の報酬等に関する条例の一部改正

…………………………………　全会一致で可決

…　全会一致で可決

……………………　全会一致で可決

………　賛成多数で可決

第11回全国和牛能力共進会宮城大会

南部し尿処理場の調査

対
応
と
し
て
、
３
㎞
以
内
の

立
入
禁
止
規
制
に
な
っ
た
こ

と
に
伴
う
通
行
止
め
の
措
置

及
び
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が

あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２

号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
介

護
保
険
法
の
改
正
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
介
護
保
険

事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修

経
費
や
、
本
年
度
か
ら
開
始

し
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
等
が
不
足
す
る
見

込
み
か
ら
所
要
の
経
費
を
計

上
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

１
７
８
万
円
を
追
加
計
上

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０

９
億
６
３
９
６
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

農
業
総
務
管
理
事
務
事
業
に

つ
い
て

問
　
農
業
委
員
の
選
定
委
員

は
誰
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答
　
庁
内
委
員
に
つ
い
て
は

両
副
市
長
と
総
務
部
長
、
農

林
水
産
部
長
の
４
名
、
庁
舎

外
委
員
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
経
験
者
、
認
定
農
業
者
、

女
性
農
業
者
及
び
青
年
農
業

者
を
各
１
名
、
そ
の
ほ
か
市

長
が
特
に
定
め
る
者
１
名
の

計
５
名
を
予
定
し
て
い
る
。

中
学
校
要
保
護
及
び

準
要
保
護
生
徒
就
学

援
助
事
業
に
つ
い
て

問
　
現
在
、入
学
準
備

金
及
び
新
入
学
学
用

品
費
の
対
象
生
徒
数

は
何
人
か
。ま
た
、
小

学
生
へ
の
拡
充
は
検

討
し
た
の
か
。

答
　
平
成
30
年
度
の

中
学
１
年
生
を
対
象

に
こ
れ
ま
で
の
７
月

支
給
を
前
倒
し
し
て
、

３
月
の
入
学
ま
で
に

支
給
す
る
こ
と
で
２

１
０
人
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
小
学
生
に
つ
い
て

も
、
入
学
前
に
で
き

な
い
か
今
後
検
討
し

て
い
く
。

道
路
施
設
新
燃
岳
噴
火
災
害

復
旧
事
業
に
つ
い
て

問
　
新
燃
岳
噴
火
に
よ
り
被

災
し
た
市
道
の
速
や
か
な
復

旧
を
図
る
と
あ
る
。
今
回
の

噴
火
で
本
市
の
災
害
状
況

と
、
そ
の
対
応
策
は
ど
う

か
。

答
　
灰
が
雨
に
よ
り
、
僅
か

で
は
あ
る
が
堆
積
を
し
て
い

る
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
新
燃
岳
の
噴
火
に
よ
る

答
　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

は
出
荷
月
齢
や
肥
育
期
間
な

ど
審
査
基
準
が
あ
り
、
そ
れ

に
対
応
し
た
肥
育
技
術
に
取

り
組
む
農
家
に
対
し
て
補
助

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
農

林
水
産
業
費
に
、
第
12
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け

た
取
組
へ
の
助
成
に
要
す
る

経
費
、
教
育
費
に
中
学
入
学

予
定
の
準
要
保
護
児
童
に
入

学
準
備
金
を
支
給
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
等
を
計
上
し

た
ほ
か
、
霧
島
山
噴
火
等
に

伴
い
発
生
し
た
農
業
用
施

設
、
土
木
施
設
の
被
害
復
旧

に
要
す
る
経
費
、
決
算
見
込

み
に
よ
る
事
業
費
の
増
額
な

ど
が
主
な
も
の
で
す
。
そ
の

結
果
歳
入
歳
出
３
億
４
０
１

２
万
３
千
円
を
追
加
計
上

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
５
８
５
億
３
６
１

５
万
１
千
円
と
し
、
債
務
負

担
行
為
及
び
地
方
債
の
補
正

を
行
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
推
進
事
業
に
つ
い
て

問
　
ど
の
よ
う
な
農
家
を
対

象
に
し
て
補
助
す
る
の
か
。

平
成
29
年
度

第
５
号

一
般
会
計
補
正
予
算

総
額
５
８
５
億
３
６
１
５
万
１
千
円

３
億
４
０
１
２
万
３
千
円
追
加

平
成
29
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

今回の一般会計補正予算の主な事業

○介護保険特別会計繰出金 914万円
介護保険事務処理システム改修、介護予防等の繰出金

○障害者自立支援給付事業 1億7,359万円
給付費支払いシステムの改修費及び支援給付費不足分

○障害児通所給付事業 5,847万円
給付費不足分

○農業総務管理事務事業 6万円
農業委員会委員選考委員会を開催するための経費

○環境保全型農業直接支援対策事業 23万円
有機農業・地球温暖化防止等営農への補助金

○産地パワーアップ事業 5,096万円
生産体制強化・集出荷機能の改善等の取組を支援

○第12回全国和牛能力共進会推進事業 122万円
優良繁殖牛の導入・肥育技術の実証等に取り組む者への支援

○中学校要保護及び準要保護生徒就学援助事業 1,211万円
就学困難な生徒に対し、入学前に入学準備金として支給

○道路施設新燃岳噴火災害復旧事業 1,000万円
新燃岳噴火により被災した市道の復旧

○単独道路施設災害復旧事業 1,650万円
豪雨災害等により被災した市道の復旧

１万円未満切り捨て


